
お湯の魅力でお客さま満足度も向上
全国の「風呂じまんの宿」軒を紹介

この特集は「観光経済ドットコム」でもご覧いただけます

特
集
　

５
～
７
面

海
を
一
望
、絶
景
露
天
風
呂

天
然
温
泉
の「
湯
力
」を
体
感

創
業

年
、歴
史
あ
る
温
泉
宿

日
本
画
の
景
色
に
溶
け
込
む

ま
る
で
海
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
絶
景
イ

ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
温
泉

　
宮
城
・
志
津
川
湾
に
浮
か

ぶ
海
の
館
、
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
（
阿
部
泰
浩
社
長
）
。

緑
の
島
々
と
太
平
洋
を
望
む

絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
魅
力

で
、
穏
や
か
な

海
は
宿
泊
客
の

心
を
癒
や
す
。

　
水
平
線
を
一

望
で
き
る
大
浴

場
と
露
天
風
呂

が
自
慢
で
、
特

に
朝
の
湯
浴
み

を
し
な
が
ら
望

む
日
の
出
は
格

別
。
早
起
き
す

る
だ
け
の
価
値

は
あ
る
。
ウ
ミ

ネ
コ
た
ち
が
周

遊
す
る
姿
に
、

思
わ
ず
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
。

　
宮
城
県
内
で
は
珍
し
い
太

平
洋
沿
岸
に
湧
き
出
る
南
三

陸
温
泉
は
、
「
地
下
２
千
㍍

か
ら
湧
き
出
る
深
層
天
然
温

泉
」
と
い
う
。

　
男
湯
の
「
磯
の
湯
」
、
女

湯
の
「
浜
の
湯
」
は
東
館
２

階
に
あ
り
、
露
天
風
呂
は
も

ち
ろ
ん
内
湯
や
サ
ウ
ナ
か
ら

も
海
が
見
え
る
。
南
館
・
東

館
そ
れ
ぞ
れ
に
男
女
別
の
大

浴
場
が
あ
り
、
充
実
し
た
設

備
を
誇
る
。

　
温
泉
に
入
っ
た
後
は
「
南

三
陸
キ
ラ
キ
ラ
丼
」
な
ど
自

慢
の
海
の
幸
を
堪
能
、
言
う

こ
と
な
し
！

　
▽
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸

町
黒
崎

の

。
☎
０
２
２

６（
４
６
）２
４
４
２
。htt

ps://www.mkanyo.jp/

渓流沿いの天然岩風呂

天然岩風呂の内観

　
仙
台
の
奥
座
敷
、
作
並
温

泉
の「
鷹
泉
閣
　
岩
松
旅
館
」

（
岩
松
廣
行
社
長
）
は
、
開

湯
２
２
０
余
年
。
源
泉
掛
け

流
し
１
０
０
％
の
天
然
温
泉

を
、
開
湯
当
時
の
面
影
を
そ

の
ま
ま
残
す
天
然
岩
風
呂
と

女
性
専
用
清
流
風
呂
、
男
女

１
カ
所
ず
つ
の
大
浴
場
に
惜

し
げ
も
な
く
使
っ
て
い
る
。

　「
河
原
の
湯
」「
滝
の
湯
」

「
鷹
の
湯
」
「
新
湯
」
「
不

二
の
湯
」
と
五
つ
の
源
泉
を

持
つ
。
「
加
水
も
し
て
い
な

い
の
で
、
浴
槽
温
度
は
や
や

熱
め
。
源
泉
掛
け
流
し
、
ほ

ん
も
の
の
天
然
温
泉
な
ら
で

は
の
『
湯
力
』
を
体
感
い
た

だ
き
た
い
」
（
同
館
）
。

　
泉
質
は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

カ
ル
シ
ウ
ム
―
硫
酸
塩
・
塩

化
物
泉
（
低
張
性
弱
ア
ル
カ

リ
性
高
温
泉
）
」
。
保
温
効

果
に
優
れ
、
疲

労
回
復
、
健
康

増
進
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が

指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
天
然
岩
風
呂

は
混
浴
（
女
性

専
用
利
用
時
間

あ
り
）
で
、
四

つ
の
浴
槽
全
て

が
自
噴
の
湯
を
た
た
え
る
。

広
瀬
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
目
前

に
、
ま
っ
さ
ら
な
湯
に
浸
れ

る
。

　
女
性
専
用
清
流
風
呂
「
香

華
の
湯
」は
半
露
天
風
呂
で
、

こ
ち
ら
も
広
瀬
川
の
清
流
と

一
体
感
を
感
じ
な
が
ら
の
湯

あ
み
を
楽
し
め
る
。

　
大
浴
場
「
不
二
の
湯
」
は

男
女
と
も
広
々
と
し
た
空

間
。
大
き
な
窓
越
し
に
周
囲

の
木
々
を
一
望
す
る
。

　
館
内
に
は
豊
富
な
天
然
温

泉
を
ぜ
い
た
く
に
利
用
し

た
、
全
国
的
に
も
希
少
な
温

泉
プ
ー
ル
が
あ
る
。
水
泳
や

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
年

中
楽
し
め
る
。
同
館
を
利
用

す
る
際
は
、
水
着
と
水
泳
帽

の
持
参
が
お
す
す
め
だ
。

　
旅
館
で
の
も
う
一
つ
の
楽

し
み
が
食
。
同
館
は
五
味

（
甘
味
、
辛
味
、
塩
味
、
苦

味
、
酸
味
）
、
五
色
（
赤
、

青
、
黄
、
白
、
黒
）
、
五
法

（
焼
く
、
煮
る
、
蒸
す
、
揚

げ
る
、
生
を
活い

か
す
）
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
、
栄

養
的
に
も
視
覚
的
に
も
優
れ

た
料
理
の
提
供
に
こ
だ
わ
り

を
み
せ
て
い
る
。

　
部
屋
食
、
バ
イ
キ
ン
グ
に

加
え
、
２
０
１
９
年
に
誕
生

し
た
和
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
食
事

処
）
で
楽
し
め
る
。

　
▽
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

作
並
温
泉
元
湯
。
☎
０
２
２

（
３
９
５
）２
２
１
１
。htt

ps://ssl.iwamatu-ryokan.co
m/

開
放
感
あ
ふ
れ
る
男
性
大
浴
場

　
山
形
県
あ
つ
み
温
泉
の
た

ち
ば
な
や
（
佐
藤
佐
次
右
衛

門
社
長
）
は
創
業
３
７
０
年

の
歴
史
あ
る
温
泉
宿
。
代
々

「
佐
次
右
衛
門
」
の
名
跡
を

受
け
継
ぎ
、
地
域
の
温
泉
文

化
を
守
り
続
け
て
き
た
。

　
館
内
に
は
大
浴
場
、
露
天

風
呂
、
貸
し
切
り
展
望
露
天

風
呂
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず

つ
。

　
東
館
１
階
の
大
浴
場
「
湯

の
里
」
は
男
性
用
、
女
性
用

と
も
に
天
井
が
高
く
、
開
放

的
な
造
り
。
浴
槽
に
は
絶
え

ず
新
鮮
な
湯
が
注
が
れ
、
湯

あ
み
を
楽
し
む
人
々

の
体
を
包
み
込
ん
で

く
れ
る
。

　
露
天
風
呂
は
男
性

用
が
石
造
り
、
女
性

用
が
ひ
の
き
造
り
。

い
ず
れ
も
野
趣
に
あ

ふ
れ
、
里
山
の
心
地

良
い
風
に
心
が
癒
や

さ
れ
る
。

　
貸
し
切
り
展
望
露

天
風
呂
は
６
階
に
あ

る
山
側
の
「
月
の
湯
」
と
川

側
の
「
星
の
湯
」
。
湯
船
に

飲
み
物
を
浮
か
べ
、
満
天
の

星
を
眺
め
な
が
ら
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
時
間
を
ゆ
っ
く
り
味

わ
い
た
い
。

　
宿
の
中
心
に
配
さ
れ
た
日

本
庭
園
で
は
季
節
ご
と
に
日

本
ら
し
い
趣
を
楽
し
め
、
庭

園
に
併
設
す
る
よ
う
に
設
け

ら
れ
た
ラ
ウ
ン
ジ
「
四
季
」

で
は
庭
の
美
し
い
景
色
を
眺

め
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
も
楽
し

め
る
。
池
に
は
ニ
シ
キ
ゴ
イ

が
優
雅
に
泳
ぎ
、
運
が
良
け

れ
ば
遊
び
に
来
た
カ
ワ
セ

ミ
、
カ
モ
な
ど
の
野
鳥
を
見

ら
れ
る
。

　
▽
山
形
県
鶴
岡
市
湯
温
海

丁
３
。☎
０
２
３
５（
４
３
）

２
２
１
１
。http://www.tach

ibanaya.jp/

大観の湯

雄大な太平洋を一望できる絶
景が自慢

　
手
の
ひ
ら
を
広
げ
た
よ
う

な
五
つ
の
入
り
江
か
ら
な
る

五
浦
海
岸
（
茨
城
県
北
茨
城

市
）
。
五
浦
観
光
ホ
テ
ル

（
村
田
章
社
長
）
は
、
そ
の

素
晴
ら
し
い
景
色
を
一
望
で

き
る
北
関
東
屈
指
の
名
宿

だ
。
岡
倉
天
心
、
横
山
大
観

ら
名
だ
た
る
芸
術
家
が
こ
の

地
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。

　
老
松
と
奇
岩
に
白
波
が
打

ち
寄
せ
る
「
海
」
、
天
心
、

大
観
ゆ
か
り
の
「
地
」
、
冬

の
あ
ん
こ
う
鍋
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
郷
土
の
味
覚
が
楽

し
め
る
「
食
」
、
そ
し
て
自

慢
の
「
湯
」
が
訪
れ
た
人
た

ち
を
魅
了
す
る
。

　
「
湯
」
で
体
験
し
た
い
の

が
、
別
館
大
観
荘
の
大
浴
場

「
大
観
の
湯
」
。
露
天
風
呂

は
雄
大
な
太
平
洋
を
眺
め
る

景
色
の
良
さ
が

自
慢
で
、
横
山

大
観
が
描
い
た

一
幅
の
日
本
画

の
よ
う
な
海
の

景
色
に
溶
け
込

む
一
体
感
を
満

喫
で
き
る
。
内

風
呂
も
大
き
な

窓
越
し
に
海
を

一
望
す
る
。

　
湯
は
源
泉
温
度

度
、
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
掛
け
流
し
の

天
然
温
泉
。
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
冷
え
性
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
疾
病
に
効
く
と
評
判

だ
。

　
別
館
大
観
荘
に
は
、
横
山

大
観
旧
別
荘
の
離
れ
特
別
室

が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

露
天
風
呂
付
き
。
１
棟
貸
し

切
り
で
、
親
子
３
世
代
、
親

し
い
仲
間
と
の
集
い
の
場
と

し
て
ゆ
っ
く
り
利
用
し
た

い
。
も
ち
ろ
ん
、
１
人
、
２

人
か
ら
の
利
用
も
可
能
だ
。

　
「
椿
（
つ
ば
き
）
の
湯
」

「
浜
菊
の
湯
」
と
い
う
二
つ

の
貸
し
切
り
風
呂
も
設
け
て

い
る
。
浜
菊
の
湯
は
手
す
り

を
備
え
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

ー
設
計
。
体
の
不
自
由
な
人

や
高
齢
者
も
安
心
だ
。

　
本
館
の
大
浴
場
「
五
浦
の

湯
」
は
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

庭
園
露
天
風
呂
と
内
風
呂
。

木
々
の
緑
と
ゆ
っ
た
り
流
れ

る
滝
の
音
、
そ
し
て
遠
く
か

ら
か
す
か
に
聞
こ
え
る
潮
騒

が
訪
れ
た
人
々
の
心
と
体
を

癒
や
す
。
数
奇
屋
風
の
屋
根

と
足
元
の
石
畳
、
湯
船
の
か

た
わ
ら
に
立
つ
石
灯
籠
も
印

象
的
だ
。

　
内
風
呂
は
、
こ
の
庭
園
露

天
風
呂
を
大
き
な
窓
越
し
に

眺
め
る
。
外
か
ら
差
し
込
む

日
の
光
と
浴
槽
か
ら
昇
る
湯

煙
が
〝
湯
情
〟
を
一
層
引
き

立
た
せ
る
。

　
▽
茨
城
県
北
茨
城
市
大
津

町
７
２
２
。
☎
０
２
９
３

（
４
６
）１
１
１
１
。https:

//www.izura.net/

（５） 第３１９７号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１１月１３日（月曜日）

　
施
設
、
料
理
、
サ
ー
ビ
ス
は
旅
館
・
ホ
テ
ル

を
構
成
す
る
三
大
要
素
だ
が
、
日
本
の
宿
の
魅

力
は
何
と
い
っ
て
も
「
温
泉
」
「
浴
場
」
だ
。

こ
こ
で
は
湯
と
設
備
の
魅
力
で
集
客
に
実
績
を

あ
げ
て
い
る
「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」

軒
を
紹

介
す
る
。
（
こ
の
特
集
は
、
本
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
観

光
経
済
新
聞
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
公
式
ペ
ー
ジ
」

「
観
光
経
済
新
聞
ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
」
と
の
連
動
企
画
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
１
日
１
宿
ず
つ
紹
介
し
て
い
き

ま
す
）


